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授業科目名 看 護 学 概 論 担当教員 本田　多美枝

開講年次 1 年前期 セメスター 1 時間数（単位数） 30（2）
必修選択 必修 授業形態 講義 使用教室

授業の目的 統合的な人間理解に基づき、看護の基本となる概念や歴史的変遷、看護独自の役割・機能につい
て学び、「看護とは何か」について探究する。

到達目標

1． 保健医療福祉を取り巻く状況について説明できる
2． 看護提供者の位置づけについて説明できる
3． 人間の尊厳を擁護するために必要となる視点を説明できる
4． 看護の基本となる概念（人間、健康、環境、看護独自の役割・機能）について説明できる
5． 看護の歴史的変遷を学び、これからの看護の目指すべき方向性について自己の考えを述べるこ

とができる

授業計画

回 授業内容 授業
方法

学修課題
（予習・復習）

取組
時間 担当者

１
本授業の位置づけと全体像を概
観し、これから看護学をどのよう
に学ぶかを理解する

講義
【予習】本学カリキュラムの中での
〈看護の基盤〉の位置づけ、科目の成
り立ちをシラバスにて確認しておく

30 分 本田

2 看護提供者の位置づけについて
理解する

講義
討論

【予習】テキスト1）p.2-4、149-152、
テキスト4）p.10-19 必読。ワークシー
トへの記入
【復習】疑問点を追加学習しておく

60 分 本田

3
保健医療福祉を取り巻く状況と、
その中での看護の役割について
考える

講義
発表

【予習】テキスト1）p.108-136 必読、
保健医療関連の気になるニュースを調
べ、ワークシートにまとめておく

【復習】疑問点を追加学習しておく

60 分 本田

4 生命（いのち）と人間の尊厳に
ついて考える（１）

講義
演習

【予習】テキスト1）p.182-192 必読。ワー
クシートへの記入

【復習】疑問点を追加学習しておく
60 分 本田

5 生命（いのち）と人間の尊厳に
ついて考える（２）

講義
討論

【予習】テキスト1）192-199、テキスト
4）p.40-43、47-57、70-73 必読。ワー
クシートへの記入

【復習】疑問点を追加学習しておく

60 分 本田

6
〈看護の基本となる概念①〉
看護の対象である「人間」につ
いて理解する（１）

講義
討論

【予習】テキスト2）を読み、〈筆者の
主張〉と〈その主張に対する自己の考
え〉をレポートにまとめておく

【復習】疑問点を追加学習しておく

120 分 本田

7 看護の対象である「人間」につ
いて理解する（２）

講義
討論

【予習】テキスト1）p.64-91 必読。ワー
クシートへの記入

【復習】疑問点を追加学習しておく
60 分 本田

専門科目【看護の基盤】ＮＦＵ１０１

ディプロマポ
リシーにお
ける科目の
位置づけ

この授業は、看護学の基盤となる知識や考え方、看護職としての姿勢を学び、「看護とは何か」に
ついて探究する入門編である。各看護学の基盤になる科目として、今後、各自が「看護の専門性を
探究する力」をどのように育成していくのか、考える機会としても位置づく。

ディプロマポ
リシーとの

関連

人間の尊厳と権
利を擁護する力 自己教育力 チームで働く力 問題解決力 看護の専門性

を探究する力

〇 ◎
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8
〈看護の基本となる概念②〉
看護の目標となる「健康」につ
いて理解する

講義
討議

【予習】テキスト1）p.94-102 必読。ワー
クシートへの記入

【復習】疑問点を追加学習しておく
60 分 本田

9
〈看護の基本となる概念③〉
人間を取り巻く「環境」につい
て理解する

講義
討議

【予習】テキスト1）p.59-66 必読。
ワークシートへの記入

【復習】疑問点を追加学習しておく
60 分 本田

10
〈看護の基本となる概念④〉
看護活動の場および看護独自の
役割・機能について理解する（１）

講義
GW

【予習】テキスト1）p.810-41、48 −
62、215-232 必読。ワークシートへの
記入

【復習】疑問点を追加学習しておく

60 分 本田

11
看護活動の場および看護独自の
役割・機能について理解する（２）
レポートのフィードバック

講義
討議

【予習】テキスト3）を読み、〈筆者の
主張〉と〈その主張に対する自己の考
え〉をレポートにまとめておく

【復習】レポートの不足部分を追加学
習しておく

120 分 本田

12 看護活動の場および看護独自の
役割・機能について理解する（３）

講義
討議 同上 60 分 本田

13
看護の歴史的変遷について理解
し、これからの看護の目指すべ
き方向性について考える

講義
討議

【予習】テキスト1）p.4-10、138-149
必読。ワークシートへの記入

【復習】疑問点を追加学習しておく
60 分 本田

14 看護理論の発展経緯と代表的な
看護理論の概略を理解する 講義

【予習】テキスト1）p.9-26、340-345
必読。ワークシートへの記入

【復習】疑問点を追加学習しておく
60 分 本田

15
看護とは何か、これから看護学を
どのように学んでいくか議論する
試験のフィードバック

講義
討議

【予習】科目全体の学習内容について、
各自でまとめをしておく

【復習】試験で理解できていなかった
箇所をノートにまとめておく

60 分 本田

先行履修
科目

テキスト

1） 茂野香おる他：系統看護学講座 専門１ 基礎看護学〔1〕看護学概論（第 16 版）．医学書院，
2016．

2） Nightingale, F.：Notes on Nursing:What It Is, and What It Is Not. 1860，湯槇ます他訳：看
護覚え書（改訳第７版）．現代社，2011．

3） Henderson, V.：Basic Principles of Nursing Care. 1977，湯槇ます・小玉香津子訳：看護
の基本となるもの（再新装版）．日本看護協会出版会，2016．

4） 日本看護協会　編：新版　看護者の基本的責務　定義・概念／基本法／倫理　2019
年版．日本看護協会出版会，2016．

参考文献 初回時に文献リストを配布する。その他、適宜、文献を紹介する。

評価方法 授業への参加度・提出物・レポート（40%）、定期試験（60%）を総合して評価する。

教員等の
実務経験

看護師・助産師の臨床経験のある教員が、その経験を事例として活用しながら、看護とは何
かを各自が探究できるように授業を行う。

メッセージ
看護職者は何をする人だと思っていますか？社会の人たちが看護職者に求めていることはどのよ
うなことでしょうか？　皆さんは、これから看護学を学ぶ者として主体的に授業に参加し、自分
自身の考えを深めていく姿勢を養ってください。
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